
1. はじめに

近年，さまざまな教育機関で e-Learning が活用さ

れてきている．技術的には，LMS（Learning·Manage-

ment·System）やオーサリング，メンタリングなどの

機能向上が試みられている．教育的には，Id（Instruc-

tional·design），Ld（Learning·design），パフォーマ

ンス評価，質保証等に関する研究が展開されている．

本研究では，e-learning コンテンツに関して，定性的

な視点からその分析法と構成法を探求する．

従来 Id の分野で研究されている事項は主にコンテ

ンツの設計・開発作業の方法論，IT・マルチメディア

を活用した教授設計・評価法，教育システムの設計

などである（1）．コンテンツ構成法の研究では，r.·E.·

Mayer のマルチメディア教材設計 7原理（1）や，根本

らの目標達成のシナリオ構成のチェックリスト（2）な

どがある．さらにコンテンツのフレーム（学習の最小

トピック）に焦点を絞ったフレーム構成の研究は，L.·

E.·Homme らのルーレグ方式（3），S.·M.·Markle のフ

レーム文法（4），M.·d.·Merrill の画面構成理論（5）等が

ある．本研究は言語学的意味論に基づいた「意味的関

係性」に着眼し，フレーム構成とその系列の分析方法

論を提案する．

2. 研究の目的

研究の主要な目的は次の 2点にまとめられる．

（1）意味的関係性からフレームの特徴とフレームの系

列を分析し，コンテンツ特徴抽出の方法を提案する．

（2）コンテンツの構成と学習者の理解度との関係を
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